
１．ダイジェスト版「note」　構成案

タイトル 内　容

表紙 日本食文化ナビ　「note」
2 はじめに WASHOKUのユネスコ申請。文化としての「和食WASHOKU」の概念。
3 食をめぐる現況＝分岐点。食文化ナビの目的。
4 食文化ナビの使い方 noteとbookの連携方法。視点とチェックポイントのこと。
5 はじめる前に使う人。いまのプロジェクトを診断する人。
6 視点０〜視点５とチェックポイントの狙い ６つの視点、26チェックポイントの解説
7
8
9

10 ワークシート【視点０】 地域の食文化の重要性への気づき
11
12 ワークシート【視点１】 「食」のプロセス全体へのまなざし
13
14 ワークシート【視点２】 地域食文化のクリエイティブデザイン
15
16 ワークシート【視点３】 食文化全体のイーティングデザイン
17
18 ワークシート【視点４】 国内外のマーケットへの中での価値
19
20 ワークシート【視点５】 食文化の共有と継承のための仕組みづくり
21
22 セルフチェック レーダーチャート式総合評価（５角形グラフ）
23 bookとの連携再誘導

表４ DL案内　クレジット bookダウンロード案内　クレジット

２．本体「book」　構成案

タイトル 内　容

表紙 日本食文化ナビ　「book」
2 はじめに WASHOKUのユネスコ申請。文化としての「和食WASHOKU」の概念。

食をめぐる現況＝分岐点。食文化ナビの目的。
3 目次

4〜10 食文化ナビの使い方 noteとbookの連携方法。視点とチェックポイントのこと。
はじめる前に使う人。いまのプロジェクトを診断する人。

11〜60 第１部「視点別実践ヒント集」 昨年度掲載事例、今年度現地調査事例から、ヒントとなる事例を
【視点】チェックポイント別に掲載。フォーマット化。

【視点０】地域の食文化の重要性への気づき
　【視点１】 「食」のプロセス全体へのまなざし
【視点２】地域食文化のクリエイティブデザイン
【視点３】食文化全体のイーティングデザイン
【視点４】国内外のマーケットへの中での価値
【視点５】食文化の共有と継承のための仕組みづくり

61〜102 第２部「地域の事例」 10地域を選定して、活性化の取り組みを
【視点０】〜【視点５】を反映させながら地域別に紹介

国内事例　昨年度掲載事例、今年度現地調査事例より７事例程度
海外事例　昨年度掲載事例、今年度調査事例より３事例程度

103〜124 第３部「コラム集」 「食による地域活性の未来的視点」をテーマに、委員による執筆

125〜131 索引 キーワード別索引
地域別索引
悩み＆課題別索引

132〜133 あとがき　奥付

表４

　昨年度作成した「日本食文化ナビ」は、ダイジェスト版と本体との表現で提示しているところ。今回の改訂にあたって
は、両者の関係をより分かりやすくするため、noteとbookとの表現とすることを提案する。それぞれの構成案は以下
のとおり。

日本食文化ナビ改訂イメージ（構成案）
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